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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第３四半期連結
累計期間

第19期
第３四半期連結

累計期間
第18期

会計期間

自2022年
４月１日
至2022年
12月31日

自2023年
４月１日
至2023年
12月31日

自2022年
４月１日
至2023年
３月31日

売上高 （千円） 1,048,396 1,238,399 1,617,004

経常損失（△） （千円） △48,321 △177,006 △28,172

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） 41,747 △239,233 41,288

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 33,511 △235,334 40,171

純資産額 （千円） 518,448 404,057 627,006

総資産額 （千円） 2,645,566 2,366,504 2,821,794

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△）

（円） 3.97 △20.68 3.83

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 19.6 12.2 18.6

 

回次
第18期

第３四半期連結
会計期間

第19期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自2022年
10月１日
至2022年
12月31日

自2023年
10月１日
至2023年
12月31日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △2.67 △12.05

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第18期第３四半期連結累計期間及び第18期における潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につい

ては、潜在株式は存在するものの希薄化効果を有していないため記載しておりません。第19期第３四半期連

結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当

たり四半期純損失のため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社については以下のとおりです。

　第２四半期連結会計期間において当社の連結子会社であるMafin inc.の子会社としてMatched inc.を設立し、連結

範囲に含めております。

　当第３四半期連結会計期間において当社連結子会社である株式会社スープの子会社として株式会社ＪＥマーケティ

ングを設立し、連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　なお、現時点で当社グループにおいて重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間（2023年４月１日～2023年12月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染

症が５類感染症へと移行したこともあり、社会・経済活動の正常化が進み緩やかな回復基調となりました。しかしな

がら、引き続き物価上昇や為替動向、地政学的なリスクなど様々なリスクが存在しており、依然として先行きは不透

明な状況が続いております。

当社グループにおきましては、理美容事業及びコンサルティング事業は事業規模を縮小し、昨年度より開始したデ

ジタルマーケティング事業及びファンド運営等の投資事業を中心に積極的に事業運営を進めております。

通信販売事業につきましては、顧客企業のニーズに合わせた収録やインフォマーシャルの制作受託は増加傾向にあ

り、またアウトバウンドやＤＭ発送等においては新たな商品の取り扱いも開始しております。加えて、外部委託先を

有効に活用することで、利益率の向上を図っております。

デジタルマーケティング事業につきましては、日本市場での利益確保のため、積極的な顧客企業の開拓、取り扱い

商材の拡大、システム構築等を引き続き進めており、新規顧客として自治体向けの案件の取り扱いも開始しておりま

す。現状、日本での事業は黒字化には至っておりませんが、流通額及び売上高は順調に増加しております。

投資事業につきましては、ゲーム事業への投資に関連して、当該ゲームのＩＰを活用した商品開発・販売を強化す

るために株式会社サンマリノとの業務提携契約を締結し、主にアパレル・ファッション雑貨分野でのコラボレーショ

ン企業の開拓や商品企画を進めております。ゲーム事業に関しては、現時点では配信されていないため収益は計上さ

れておりませんが、当該業務提携等により収益機会の確保を進めております。

また、当社グループのクライアント企業をはじめとした各企業に対してマーケティング・プロモーションの支援や

各種イベントの企画、運営を支援するために新会社を設立し、クライアント企業、案件の開拓も開始しております。

なお、当社連結グループにおけるデジタルマーケティング事業の決算数値については決算期が12月であることか

ら、３カ月遅れで取り込んでおります。

　上記の結果、当第３四半期における業績につきましては、売上高は1,238,399千円（前年同四半期比18.1％増）、

営業損失は194,497千円（前年同四半期は50,400千円の営業損失）、経常損失は177,006千円（前年同四半期は48,321

千円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は239,233千円（前年同四半期は41,747千円の親会社株主に

帰属する四半期純利益）となりました。

 

　セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

① 通信販売事業

　通信販売事業におきましては、前述のとおり事業展開を行っておりますが、業界内の競争も引き続き厳しい状態で

あり、当該事業における売上高は347,014千円（前年同四半期比35.2％減）となりました。

② デジタルマーケティング事業

　デジタルマーケティング事業につきましては、新規案件の獲得等により売上高は拡大しているものの、日本におい

て先行投資をカバーできる水準までの計上できておりません。その結果、当該事業における売上高は805,585千円

（前年同四半期比123.5％増）となりました。
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（2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は2,366,504千円となり、前連結会計年度末に比べて455,289千円の減少とな

りました。流動資産は1,951,366千円となり、前連結会計年度末に比べて526,420千円の減少となりました。この減少

は、主に現金及び預金292,680千円及び売掛金230,332千円の減少によるものであります。固定資産は415,137千円と

なり、前連結会計年度末に比べて71,131千円の増加となりました。この増加は、主に投資その他の資産のその他のう

ち出資金100,000千円の増加によるものであります。流動負債は1,900,237千円となり、前連結会計年度末に比べて

21,991千円の増加となりました。この増加は、主に１年内返済予定の長期借入金310,733千円の増加及び未払金

211,421千円の減少によるものであります。固定負債は62,209千円となり、前連結会計年度末に比べて254,332千円の

減少となりました。この減少は、主に長期借入金311,737千円を１年内返済予定の長期借入金に振替えたことによる

ものであります。純資産は404,057千円となり、前連結会計年度末に比べて222,948千円の減少となりました。この減

少は、主に親会社株主に帰属する四半期純損失239,233千円の計上によるものです。

 

（3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　当第３四半期連結累計期間において、当社が定めている会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定について重要

な変更はありません。

 

（4）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

（5）経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営上の目標の達成状況を判断するための客観的

な指標等について重要な変更はありません。

 

（6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

 

（7）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

（8）生産、受注及び販売の実績

　当第３四半期連結累計期間において、販売実績が著しく変動しております。

　当該販売実績につきましては上記「（1）経営成績の状況」に記載のとおりであります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,932,000

計 22,932,000
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②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,567,990 11,567,990
東京証券取引所

スタンダード市場
単元株式数100株

計 11,567,990 11,567,990 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2023年10月１日～

2023年12月31日
－ 11,567,990 － 50,000 － 376,840

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2023年9月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

    2023年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,565,200 115,652 －

単元未満株式 普通株式 2,490 － －

発行済株式総数  11,567,990 － －

総株主の議決権  － 115,652 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,400株（議決権の数44個）含まれて

おります。
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②【自己株式等】

    2023年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

ジェイ・エスコムホール
ディングス株式会社

東京都港区赤
坂　　六丁目15－
11

300 － 300 0.00

計 － 300 － 300 0.00

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,320,823 1,028,142

売掛金 1,083,285 852,953

棚卸資産 3,536 151

その他 119,961 188,826

貸倒引当金 △49,818 △118,706

流動資産合計 2,477,787 1,951,366

固定資産   

有形固定資産   

土地 4,378 4,378

その他 33,448 20,289

有形固定資産合計 37,827 24,667

無形固定資産 20,506 23,909

投資その他の資産   

差入保証金 254,161 236,785

繰延税金資産 18,836 19,933

その他 12,674 109,841

投資その他の資産合計 285,672 366,560

固定資産合計 344,006 415,137

資産合計 2,821,794 2,366,504

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 217,434 ※ 109,887

１年内返済予定の長期借入金 － 310,733

短期借入金 － 111,100

未払金 903,043 691,621

前受金 557,426 518,334

未払法人税等 11,020 1,329

賞与引当金 2,283 399

その他 187,037 156,831

流動負債合計 1,878,245 1,900,237

固定負債   

長期借入金 311,737 －

その他 4,804 62,209

固定負債合計 316,541 62,209

負債合計 2,194,787 1,962,446

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,116,282 50,000

資本剰余金 677,950 376,840

利益剰余金 △1,268,922 △140,377

自己株式 △92 △92

株主資本合計 525,218 286,370

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △1,116 1,550

その他の包括利益累計額合計 △1,116 1,550

新株予約権 1,007 1,007

非支配株主持分 101,898 115,130

純資産合計 627,006 404,057

負債純資産合計 2,821,794 2,366,504
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

売上高 1,048,396 1,238,399

売上原価 633,825 494,197

売上総利益 414,570 744,202

販売費及び一般管理費 464,971 938,699

営業損失（△） △50,400 △194,497

営業外収益   

受取利息 408 6,211

受取給付金 ※１ 400 －

為替差益 － 10,599

債務勘定整理益 － 22,157

還付加算金 ※２ 22,184 －

雑収入 373 856

営業外収益合計 23,367 39,825

営業外費用   

支払利息 1,246 5,032

売上債権売却損 8 －

為替差損 13,183 －

商品廃棄損 5,684 －

貸倒損失 － ※３ 7,561

創立費償却 318 －

訴訟関連費用 － 8,376

雑損失 847 1,363

営業外費用合計 21,287 22,333

経常損失（△） △48,321 △177,006

特別利益   

負ののれん発生益 ※４ 100,224 －

受取和解金 － ※５ 6,100

特別利益合計 100,224 6,100

特別損失   

貸倒引当金繰入額 － ※６ 64,774

特別損失合計 － 64,774

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
51,902 △235,680

法人税、住民税及び事業税 2,578 2,927

法人税等調整額 7,576 △606

法人税等合計 10,155 2,320

四半期純利益又は四半期純損失（△） 41,747 △238,001

非支配株主に帰属する当期純利益 － 1,232

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
41,747 △239,233
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 41,747 △238,001

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △8,236 2,666

その他の包括利益合計 △8,236 2,666

四半期包括利益 33,511 △235,334

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 33,511 △236,566

非支配株主に係る四半期包括利益 － 1,232
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　第２四半期連結会計期間において当社の連結子会社であるMafin inc.の子会社としてMatched inc.を設立し、

連結範囲に含めております。

　当第３四半期連結会計期間において当社連結子会社である株式会社スープの子会社として株式会社ＪＥマーケ

ティングを設立し、連結範囲に含めております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）

当第３四半期連結会計期間

（2023年12月31日）

支払手形 －千円 10,741千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　受取給付金

　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年12月31日）

　　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特例措置によるものであります。

 

　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日 至　2023年12月31日）

　　該当事項はありません。

 

※２　還付加算金

　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年12月31日）

　　過年度申告分の付加価値税を更正の請求により還付を受けたものであります。

 

　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日 至　2023年12月31日）

　　該当事項はありません。

 

※３　貸倒損失

　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年12月31日）

　　該当事項はありません。

 

　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日 至　2023年12月31日）

　　連結子会社の前渡金や保証金のうち回収不能となった金額であります。

 

※４　負ののれん発生益

　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年12月31日）

　　負ののれんの発生益は、Mafin inc.の株式を取得し、連結子会社化したことに伴い発生したものでありま

す。

 

　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日 至　2023年12月31日）

　　該当事項はありません。
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※５　受取和解金

　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年12月31日）

　　該当事項はありません。

 

　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日 至　2023年12月31日）

　　連結子会社が提起した損害賠償請求訴訟において、和解が成立したことに伴い発生したものであります。

 

※６　貸倒引当金繰入額

　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年12月31日）

　　該当事項はありません。

 

　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日 至　2023年12月31日）

　　当社の連結子会社であるSmartcon inc.におきまして、Iron motors （韓国法人）との間の2023年5月までの

デジタル商品券の取引に関しまして、取立不能又は取立遅延のおそれが生じたため、同社及び同社元担当者並

びに換金業者３社に対して損害賠償請求訴訟を提起しております。当該訴訟の状況等を鑑み回収可能性を検討

した結果、貸倒引当金繰入額を計上したものであります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及び

のれんの償却額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

減価償却費 8,123千円 25,945千円

のれんの償却額 360 －

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

　当社は、2022年12月22日付で、株式会社ＫＪＣインター、株式会社明日クリエイト、宗田こずえ氏、ゼスト

ブレイン・コンサルティング合同会社、指方健治氏、瀬戸見文氏、鈴木溶子氏及び朴真奈美氏から第三者割当

増資の払込を受けました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本金が55,845千円、資本剰余金が

55,845千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が1,116,282千円、資本剰余金が677,950千円

となっております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

　当社は、2023年６月22日開催の第18回定時株主総会の決議により、2023年８月１日付で資本金の額

1,066,282千円及び資本準備金の額301,110千円をそれぞれ減少し、減少した資本金及び資本準備金の額の全額

をその他資本剰余金に振り替えております。この結果、第２四半期連結会計期間末において資本金が50,000千

円、資本剰余金が376,840千円、利益剰余金が△848千円となっております。

なお、株主資本の合計金額に著しい変動はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）
合計

 理美容事業
コンサルテ

ィング事業

通信販売

事業

デジタル

マーケティ

ング事業

計

売上高        

(1)外部顧客への売上高 138,281 13,636 535,402 360,479 1,047,799 596 1,048,396

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 15,000 － － 15,000 915 15,915

計 138,281 28,636 535,402 360,479 1,062,799 1,511 1,064,311

セグメント利益（又はセグメ

ント損失△）
△22,919 12,518 △10,666 △9,336 △30,404 △4,215 △34,620

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、出版関連事業及び代理店手数料収

入等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 　金額

報告セグメント計 △30,404

「その他」の区分の利益 △4,215

セグメント間取引消去 48,246

全社費用（注） △64,027

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △50,400

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントの資産に関する情報

（子会社の取得による資産の著しい増加）

　Mafin inc.の100%の議決権を取得し、新たに連結の範囲に含めております。これにより、前連結会計年度の末日

に比べ、デジタルマーケティング事業のセグメント資産が2,136,420千円増加しております。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　Mafin inc.の100%の議決権を取得し、連結子会社になったことに伴い、デジタルギフトに関連する事業等を含めた

デジタルマーケティング事業を新たに報告セグメントに追加することといたしました。

　なお2022年６月30日をみなし取得日としており、かつ四半期連結決算日との差異が３ヵ月を超えないことから、第

２四半期連結会計期間は貸借対照表のみ連結し、当第３四半期連結会計期間より損益計算書を連結しております。

 

５．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

　Mafin inc.の100%の議決権を取得し、連結子会社になったことに伴い、第２四半期連結会計期間において、負の

のれん発生益100,224千円を特別利益として計上しております。なお、当該負ののれん発生益は特別利益のため、

上記セグメント利益には含めておりません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2023年４月１日　至2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）
合計

 理美容事業
コンサルテ

ィング事業

通信販売

事業

デジタル

マーケティ

ング事業

計

売上高        

(1)外部顧客への売上高 82,770 2,400 347,014 805,585 1,237,770 628 1,238,399

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 25,000 － － 25,000 904 25,904

計 82,770 27,400 347,014 805,585 1,262,770 1,533 1,264,304

セグメント利益（又はセグメ

ント損失△）
△5,233 18,420 △17,848 △150,269 △154,931 △925 △155,856

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、出版関連事業、投資事業及び代理

店手数料収入等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 　金額

報告セグメント計 △154,931

「その他」の区分の利益 △925

セグメント間取引消去 30,795

全社費用（注） △69,436

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △194,497

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

（単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）
合計

 理美容事業
コンサルテ

ィング事業

通信販売

事業

デジタル

マーケティ

ング事業

計

一時点で移転される財 138,281 － 534,741 360,479 1,033,501 596 1,034,098

一定の期間にわたり移転される

財
－ 13,636 661 － 14,297 － 14,297

顧客との契約から生じる収益 138,281 13,636 535,402 360,479 1,047,799 596 1,048,396

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 138,281 13,636 535,402 360,479 1,047,799 596 1,048,396

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、出版関連事業及び代理店手数料

収入等を含んでおります。
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当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

（単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）
合計

 理美容事業
コンサルテ

ィング事業

通信販売

事業

デジタル

マーケティ

ング事業

計

一時点で移転される財 82,770 － 346,153 805,585 1,234,509 628 1,235,138

一定の期間にわたり移転される

財
－ 2,400 860 － 3,260 － 3,260

顧客との契約から生じる収益 82,770 2,400 347,014 805,585 1,237,770 628 1,238,399

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 82,770 2,400 347,014 805,585 1,237,770 628 1,238,399

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、出版関連事業、投資事業及び代

理店手数料収入等を含んでおります。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期

純損失（△）
3円97銭 △20円68銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
41,747 △239,233

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失

（△）（千円）

41,747 △239,233

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,512 11,567

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

（連結子会社）

株式会社マフィンホールディン

グス

第１回新株予約権

新株予約権の数　4,379個

（普通株式数　4,379株）

－

（注）前第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在す

るものの希薄化効果を有していないため記載しておりません。また、当第３四半期連結累計期間における潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失のた

め記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年２月９日

ジェイ・エスコムホールディングス株式会社

取締役会　御中
 

アスカ監査法人

東京事務所

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　昌久

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 今井　修二

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジェイ・エスコ

ムホールディングス株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023

年10月１日から2023年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジェイ・エスコムホールディングス株式会社及び連結子会社の2023年

12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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